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全
国
肢
体
不
自
由
特
別
支
援
学
校

P
T
A
連
合
会
会
長
の
濱
川
浩
子
と
申

し
ま
す
。

主
催
者
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
一

言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
日
は
、

こ
こ
山
形
県
で
第
53
回
目
の
全
国
大
会

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
、
御
多
忙
の
と
こ
ろ
、
文

部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
全
国
特
別
支

援
教
育
推
進
連
盟
、
そ
し
て
、
地
元 

山
形

か
ら
山
形
教
育
委
員
会
、
山
形
市
教
育

委
員
会
の
皆
々
様
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん

の
御
来
賓
に
お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
私
達
保
護
者
は

大
変
心
強
く
、
ご
支
援
を
受
け
止
め
て
お

り
ま
す
。

さ
て
、
皆
さ
ま
、
私
た
ち
は
特
別
支
援

教
育
は
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
大
切
な

教
育
と
思
っ
て
い
ま
す
。

全
肢
P
連
は
歴
史
的
に
も
早
く
か
ら
、

教
育
の
充
実
や
学
校
整
備
に
保
護
者
が

先
頭
に
立
っ
て
要
望
し
、
陳
情
に
歩
い
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。

全
国
に
わ
ず
か
7
校
の
開
校
で
全
肢

P
連
は
結
成
さ
れ
た
こ
と
を
見
て
も
、
そ

の
活
動
は
大
変
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

皆
様
も
ご
周
知
の
よ
う
に
平
成
19
年

4
月
よ
り
学
校
教
育
法
が
施
行
、
実
施
と

な
り
、
分
科
会
に
お
い
て
も
特
別
支
援
教

育
の
充
実
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

べ
き
か
を
中
心
に
話
し
合
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
昨
年
の
21
年
12
月
に
障
害
者
の

権
利
に
関
す
る
条
約
の
締
結
に
必
要
な

国
内
法
の
法
令
や
制
度
を
検
討
す
る
た

め
に
、
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
す
る「
障

が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
」が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
意
見
を
取
り
ま
と
め
る
た

平
成
22
年
度 

第
53
回
全
肢
P
連

「
山
形
大
会
」盛
会
に
開
催
さ
れ
る

め
、
本
年
1
月
か
ら
は
障
が
い
者
制
度
改

革
推
進
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

6
月
に
は
第
1
次
意
見
が
示
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
皆
様
も
注
目
し
て
い
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
関
わ

る「
教
育
」
に
つ
い
て
は
、
本
日
の
御
来

賓
で
も
あ
る
全
国
特
別
支
援
教
育
推
進

連
盟
と
校
長
会
が
、
教
育
団
体
と
し
て
、

4
月
と
7
月
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
2
回
参

加
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
推
進
会

議
で
の
主
な
問
題
意
識
は
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
理
念
の
下
、
就
学
時
に
お
け
る
決
定

の
権
利
と
子
ど
も
た
ち
の
学
籍
の
一
元

化
に
あ
る
よ
う
で
す
。

ま
だ
、
教
育
に
必
要
な
条
件
整
備
に
つ

い
て
は
慎
重
な
議
論
が
必
要
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
は
、

急
な
学
校
編
成
や
改
革
に
は
、
な
か
な
か

順
応
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
も
危

惧
し
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
心
配
な
こ
と
は
、
厚
生
労

働
省
に
本
年
7
月
、「
介
護
職
員
等
に
よ

る
た
ん
の
吸
引
等
の
実
施
の
た
め
の
制

度
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

今
、
特
別
支
援
学
校
に
は
全
国
に
医
療

的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
が
、

幼
稚
部
と
訪
問
を
含
め
約
11
万
人
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
も
看
護
師

配
置
が
進
み
、
子
ど
も
た
ち
は
以
前
に
く

ら
べ
て
安
心
し
た
環
境
で
、
教
育
の
保
障

が
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
校
で
の
医
療
的
配
慮
は
家
庭
や
施

設
と
は
違
い
、
校
内
で
看
護
師
さ
ん
と
教

員
が
連
携
し
、
児
童
生
徒
の
実
態
に
応
じ

て
、
複
数
の
方
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
検

討
会
で
協
議
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
介
護

職
員
と
同
じ
よ
う
に
教
員
も
長
時
間
の

研
修
を
受
け
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、

学
校
で
の
実
態
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
が
平
成
16
年
以
前
に
後
退

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
強
く
望
み
ま
す
。

ま
た
、
国
の
動
向
を
見
て
い
る
だ
け
で

は
な
く
、
私
た
ち
保
護
者
か
ら
も
積
極
的

に
意
見
、
要
望
を
出
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
、
保
護
者
の
願
い
は
た
と
え
重

い
障
害
を
持
っ
て
い
て
も
充
実
し
た
学

校
教
育
を
通
じ
て
、
社
会
参
加
や
自
立
に

向
け
た
、子
ど
も
達
自
身
の「
生
き
る
力
」

を
育
て
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
の
法

整
備
で
あ
り
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
で

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を

私
達
は
共
有
し
、
ぜ
ひ
、
こ
の
大
会
で
最

後
ま
で
し
っ
か
り
と
協
議
し
て
参
り
ま

し
ょ
う
。
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当会の全国大会は全国6ブロックを順番に一回り致します。参加者は加盟校の保護者と校長先生方をはじめとする教職員の皆様です。今年
は北海道・東北ブロックの担当で、JR山形駅にほど近い、山形国際ホテルで「第53回山形大会」を開催し、盛会に終えることができました。
この大会で得た情報を我が子へ、我が学校へ持ち帰りたいと勉強なさる姿がとても印象に残ります。山形大会の詳細については「会報96号
の大会特集号」に掲載されます。 ≪事務局長 佐竹京子≫

【全肢Ｐ連会報　編集コラム】

全国肢体不自由特別支援学校PTA連合会
『第53回山形大会』

［研究主題］子どもたちの一人一人のニーズに応じた特別支援教育・肢体不自由教育の
　取り組みおよび共生社会づくりの為、PTA活動はどうあるべきか

下
山
直
人
氏
か
ら
、
山
形
大
会
の
開
会
式
終

了
後
、
障
害
者
制
度
改
革
の
動
向
と
肢
体
不
自

由
教
育
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
基
調
講
演

が
行
わ
れ
た
。
講
演
で
は
、一
人
一
人
の
教
育
を

更
に
充
実
さ
せ
る
た
め
に
学
校
と
一
緒
に
個
別

の
教
育
支
援
計
画
を
つ
く
り
、地
域
、保
護
者
と

総
合
的
な
連
携
を
つ
く
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強

調
さ
れ
た
。

下
山
氏
は
、ま
ず
、障
害
者
制
度
改
革
に
お
け

る
教
育
に
係
る
検
討
状
況
の
経
緯
、
概
要
を
示

し
、
条
約
の
批
准
・
締
結
に
向
け
た
検
討
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
話
さ
れ
た
。

現
在
は
、
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
の

第
一
次
意
見
を
受
け
、
文
部
科
学
省
に
、
障
害
者

権
利
条
約
の
理
念
を
踏
ま
え
た
教
育
制
度
の
在

り
方
を
検
討
す
る
た
め
に「
特
別
支
援
教
育
の

在
り
方
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」が
設
置（
平

成
22
年
7
月
設
置
）さ
れ
、次
の
点
を
検
討
し
て

い
る
と
説
明
さ
れ
た
。

（
1
）イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築

と
い
う
権
利
条
約
の
理
念
を
踏
ま
え
た
就
学
相

談
・
就
学
決
定
の
在
り
方
及
び
必
要
な
制
度
改

革 

（
2
）（
1
）の
上
記
制
度
改
革
の
実
施
に
伴

う
体
制
・
環
境
の
整
備 

（
3
）障
害
の
あ
る
幼

児
児
童
生
徒
の
特
性
・
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
・

支
援
の
実
施
の
た
め
教
職
員
等
の
確
保
及
び
専

門
性
の
向
上
の
た
め
の
方
策
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
に「
介
護
職
員
等
に
よ

る
た
ん
の
吸
引
等
の
実
施
の
た
め
の
制
度
の
在

り
方
に
関
す
る
検
討
会
」が
設
置
さ
れ
、
医
療

的
ケ
ア
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。
検
討
課
題
と
し
て
は
、（
1
）介
護

職
員
等
に
よ
る
た
ん
の
吸
引
等
の
実
施
の
た
め

の
法
整
備
の
在
り
方 

（
2
）た
ん
の
吸
引
等
の

適
切
な
実
施
の
た
め
に
必
要
な
研
修
の
在
り
方 

（
3
）試
行
的
に
行
う
場
合
の
事
業
の
在
り
方
、

な
ど
で
あ
る
。

今
後
、
学
校
の
教
職
員
も
介
護
職
員
と
同
じ

よ
う
に
決
め
ら
れ
た
研
修
が
必
要
と
さ
れ
る

と
、こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
医
療
的
ケ
ア
が
出
来

な
く
な
る
こ
と
が
心
配
で
あ
る
。
平
成
16
年
度

以
降
、
全
国
的
に
整
備
さ
れ
て
き
た
医
療
的
ケ

ア
の
体
制
が
作
ら
れ
て
く
る
中
で
、
医
療
的
配

慮
の
必
要
な
子
ど
も
た
ち
の
授
業
の
保
障
や
校

内
の
安
全
性
が
ど
の
よ
う
に
保
た
れ
て
き
た
か
、

P
T
A
は
発
信
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。 

（
文
責 

事
務
局
）

基
調
講
演

講
師
：
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
特
別

支
援
教
育
課 

特
別
支
援
教
育
調
査
官

 

下
山
直
人 

氏

テ
ー
マ

「
特
別
支
援
教
育
の
動
向
と

今
後
の
肢
体
不
自
由
教
育
に
つ
い
て
」

6
つ
の
分
科
会
を
開
催 

共
通
テ
ー
マ
は

「
子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

　

全
国
か
ら
約
5
5
0
名
も
の
方
々
が
集
ま
り
、分
科
会

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
2
校
が
提
案

し
、そ
の
内
容
に
関
す
る
質
問
や
、
情
報
交
換
な
ど
が
保

護
者
と
教
職
員
を
交
え
て
活
発
に
な
さ
れ
ま
し
た
。

第3分科会（福祉）


